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研究成果の概要（和文）：本研究は、野生動植物からの微量元素/栄養素摂取における利用種類と獲得場所の特
徴および生業活動の特徴を明らかにすることと、環境から健康に至る総合的な研究方法の確立を目的とした。調
査では、日常の食生活バリエーション、摂取食物種類とその摂取部位および量を把握した。土地利用、生業活
動、集落史を明らかにし、多様な動植物自然資源の種類および獲得方法・場所の特徴を考察した。自然環境の違
いと生業バリエーションによる獲得微量元素の特徴、食生活微量元素摂取における生物種類の組み合わせによる
食物構成が明らかとなった。また、微量元素獲得における多種類の野生動植物と獲得範囲の土地条件の重要性を
実証することができた。

研究成果の概要（英文）：This study aims at clarifying the characteristics of the wildlife they use 
as food and the places where they gather them related with subsistence activities and working out a 
comprehensive system of studying from environment to health.  
The variations of daily diet the varieties, parts, and amounts of foods that they eat were 
investigated.  Land use, subsistence activities, and history of the communities, and gave 
consideration to the varieties of wildlife resources, and the methods and places of gathering are 
clarified as well.  The characteristics of micro elements according to the natural environment and 
the combinations of wildlife as food based on micro element intake.was clarified. Moreover, it 
demonstrated the significance of many varieties of wildlife and land conditions where they are 
gathered in acquiring such micro elements.

研究分野： 地理学
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１．研究開始当初の背景 
 微量元素は人体の機能を作ったり、生物体
を構成し生理的機能を営むのに欠かせない。
多量元素に対して微量元素は従来測定や分
析が困難であったが、近年分析装置の開発や
方法の進展に伴って、人体へ働きの解明も進
み、健康維持、増進への活用の可能性が期待
されている。微量元素は、自然（土壌・水）
から食物を媒介することによって人体に摂
取される。しかしこの摂取の実態は明らかに
されてこなかった。 
 本研究に至るまで、私たちはアジア沿岸河
口域における水産物利用、東南アジア農村地
域の小動物や 植物利用、南部アフリカ地域
の昆虫利用など、野生生物を利用する食生活
を通じた環境と社会の結びつきを解明して
きた。その結果、多様な野生生物の摂取が調
査地の食生活の特性であることを見出した。
これまで、適応研究において資源利用はエネ
ルギー・栄養摂取や生産・社会的側面からの
研究が中心であった。その観点からは、昆虫
や野草類などエネルギー的な貢献の低いと
みなされる野生食物に注目されることは少
なく、補完的な食物としてあるいは嗜好品と
して扱われてきたに過ぎなかった。しかし、
これらは個々の摂取量は小さいためマクロ
なレベルでは看過されがちな食料源である
が、おいしいものとして食べられてり、住民
の食生活において意味のあるものであるこ
とがわかってきた。季節変化や年変化に伴う
バラエティに富んだ利用は、現地の人びとの
食生活を組み立てる基本であり、行事など社
会維持にも役立ってきた。嗜好品的な役割を
はたすこうした食材は、ローカルな市場経済
において高値で取引され住民の現金収入源
としても重要な位置を占めてきた。 
 そこで私たちはつぎに、これらの状況を鑑
みて世界各地で自然資源に多くの食料源を
依存する集団がエネルギー摂取で充足して
いるにもかかわらず、多様な動植物を食用と
していることに注目した。そこから野生動植
物が微量元素摂取源として住民の健康に反
映しているという仮説を設定し、微量元素摂
取をつうじた地域の自然一人間生態系の物
質循環系モデルの実証的な解明を実施して
きた。食生活体系を明らかにするとともに、
環境・食材中の含有微量元素成分と量を測定
し、人体摂取は毛髪から測定し、定量化する
方法を確立した。そして農耕・狩猟採集生業
の土地利用と活動の観察調査から場所と獲
得方法を明らかにし、聞き取り調査による食
料リストを作成し、食生活全体での微量元素
摂取と循環構造を明らかにした。これにより
有効な食品と摂取の仕方・量を明らかにし、
さまざまな食材の組み合わせ、調理方法、部
位レベルでの摂取を把握することが重要で
あるとの知見を得た。また環境条件・生業の
異なるラオスとパプアニューギニアを比較
対照することにより、生活の舞台となる土地
の条件、生業活動の考慮をすることもわかっ

た。土地−生物−食物−人間の循環についてデ
ータを実証的に集め、分析するために必要な
栄養学、人類学、環境化学、生態学の諸分野
での知見を地域環境系に統合するための、地
理学的方法をベースとした人間活動および
自然環境系の地域相互関連の研究かつフィ
ールド実証型研究フレームワークと手法を
確立した。そして、ローカリティー（土地条
件、生息相、場所アクセス、）の環境条件に、
摂取する人間側の社会条件が組み合わさっ
て成り立っており、それぞれのフェーズでの
人間の選択があることがわかった。しかし、
一年を通じて食材違いを考慮した摂取スト
ラテジーの実証研究、食材入手における場所
の重要性が今後の課題として残されていた。
また、摂取の適応ストラテジーとして、不足
しがちであるならば、それをどのように補完
するのか、身体的適応か生産的適応か社会的
適応かなどがどのようになされるのか、意識
と実践を実証的に解明することも課題とな
ってきた。 
 
２．研究の目的 
 本研究は、これまでの研究をふまえてさら
に実証的研究調査方法の確立とそれに基づ
いた解明のため、以下の４点を目的とした。 
(1)食物獲得の場所性と土地利用：資源獲得に
対して、どういう範囲で動くのかそれぞれの
選択要因、(2)微量元素摂取の季節性：利用資
源の季節性による摂取状況の変動とそれへ
の対処、(3)適応の選択性：微量元素摂取に対
して、積極的な選択を指向するのか、身体的
な適応で不足分を補うのか、活動傾向を明ら
かにすること、(4)人文社会自然諸科学の実証
的協働研究の方法論の確立。 
 具体的には、住民の食べている食物の種類
と量を明らかにし、食事全体での位置づけ、
流通における経済価値を明らかにする。つい
で摂取量の栄養・健康的貢献および物質循環
を明らかにする。これらをもとに資源の生態
と環境条件(土壌・植生)を住民の土地利用と
を絡めて明らかにし、微量元素の循環モデル
を作成する。そして、物質循環と人間生活の
持続性のメカニズムを検討することを目標
とした。 
 
３．研究の方法 
 本研究は、地域分析モデルを構築し、検証
した上で、環境・社会条件の異同に注目して、
展開および比較可能な世界各地の主要な野
生生物資源食用地域を集落単位で選定し、実
証研究を行う。その結果をもとに修正モデル
を提示し、普遍化を目指すことにした。 
 具体的には、以下の項目について、現地調
査査と分析方法を組み立てた。 
(1)住民の食べている食物の種類と量を明ら
かにし、食事全体での位置づけ、流通におけ
る経済価値を明らかにする、(2)摂取量の栄
養・健康的貢献および物質循環を明らかにす
る、(3)資源の生態と環境条件（土壌・植生）



を住民の土地利用とを絡めて明らかにし、微
量元素換算モデルを作成する、(4)物質循環
と人間生活の持続性のメカニズムを検討す
る。 
 これまでの研究で、遠隔地調査での手順、
道具、運搬、調査体制（許可・住民協力）、
健康診断・身体計測・健康チェック、食事調
査、陰膳調査に関する定性・定量分析の手法
各地で実施してきた。本研究ではその体系的
フロー作りをめざし、将来異なる地域や研究
グループと連携できるようにするための普
遍的な方法作りをめざした。 
 
４．研究成果 
 初年度は、現地調査実施に向けた研究会お
よび調査対象地の一つであるジンバブエの
研究協力者らを日本に招聘し、ワークショッ
プを開催した。これにより、調査テーマにつ
いて(1)住民の食べている食物の種類と量を
明らかにし、食事全体での位置づけ、流通に
おける経済価値を明らかにする方法論の検
討、（2）摂取量の栄養・健康的貢献および物
質循環を明らかにする調査方法の検討、（3）
資源の生態と環境条件(土壌・植生)を住民の
土地利用とを絡めて明らかにし、微量元素の
循環モデルを作成する手順の確認。（4)物質
循環と人間生活の持続性のメカニズムを検
討する議論、を行ない、次年度以降の実証調
査計画をたてた。 
 食物を介した摂取微量元素量の測定には、
髪の毛を用いた PIXY 法を実施してきた。本
年度はこれまでの調査対象地であるラオス
とパプアニューギニアの事例をもとに、この
方法による摂取量の分析・考察と方法の検討
をおこなった。また海外調査地の一つである
ジンバブエでのサンプル採集方法と本研究
のテーマである微量元素獲得による人間−環
境関係研究へのさらなる適用の可能性をワ
ークショップにおいて討論した。 
 調査における野生動植物食物が少量の食
用利用でも、銅・鉄・カリウムなどの微量元
素摂取に役割を果たしており、健康的な生活
に役立っていることが明らかになった。時期
の摂取量について詳細な結果が得られてい
るが、１年を通じた摂取傾向や年による差を
考慮することが今後望まれるとし、食事日誌
法の適用、雨季・乾季の季節差を考慮した複
数回の実施、さらに分析用のサンプルターゲ
ット作成方法を改良することによるサンプ
リング作業の効率化を課題とした。 
 ２年度目はこれまでの調査成果をもとに、
個別野生生物の微量元素からみた特徴とパ
プアニューギニアでの１年間にわたる住民
の食事・生業活動のデータを集計しデータベ
ース作成をおこなった。 
 これまでの研究で微量元素摂取に役立つ
と考えられる野生食料資源の一つとして昆
虫があげられることがわかった。そこで調査
対象地の一つであるジンバブエにおいて住
民の食料源として特徴づけられるガの幼虫

２種、シロアリ、アリ、カメムシの成分分析
を行い、11 種の微量元素含有を明らかにし、
論文として公表した。 
 また、昆虫に関しては、世界的にあらたな
有用食料資源として注目されているが摂取
の実態に即した研究がみられず概念的な議
論に留まっていることに対して、本研究では
ミクロかつインテンシブな本調査によって
得られるデータと注目点から栄養成分に関
する実証的考察を行い、種による違い、環境
差に留意することが必要であり、食生活全体
を通じた摂取量も含めて、実態に応じた資源
化の視点が必要であることを明らかにし、国
際学会発表および論文公表をおこなった。 
 パプアニューギニアでは、食生活と物質循
環を特徴づける基盤となるサゴ林の物質循
環を明らかにした。また、収集した住民の１
年間にわたる食事摂取状況について、住民属
性・活動・日付・品目から分析できるように
データ入力およびデータベース作成を行っ
た。 
 ラオスでは、土地開発（森林伐採、都市化）、
生活変化による野生食物資源利用の変化を
調査し、土地の有効利用と物質循環にかかわ
る土地利用形態と資源利用を明らかにし、学
会発表、論文公表をおこなった。 
 ３年度目は、これまでの調査成果の分析考
察を共同研究会およびそれぞれの研究活動
において進めるとともに南アフリカ共和国
での共同現地調査を実施した。 
 同地での現地調査では、本研究課題の主食
バリエーションの違いに着目して摂取微量
元素およびその獲得戦略についてすでに調
査を実施してきた、コメ、サゴヤシ、につい
でトウモロコシおよび雑穀を主食とする人
びとの食生活と食物資源の利用実態および
健康状態を明らかにした。南部アフリカ地域
の中でも伝統的な生活が営まれるリンポポ
州マクヤ地区を調査地として選定し、20～40
歳の在住女性を対象とし、身体測定ならびに
基礎健康診断をもとに肥満・貧血程度から健
康状態を把握した。ついで、生活状況と日常
の食事把握をもとに、食生活バリエーション
を明らかにし、さらに 10 世帯を選定し陰膳
調査を実施して摂取食物種類とその摂取部
位および量を把握した。健康診断受診者から
少量の毛髪を採集し、体内への微量元素摂取
を明らかにするための資料を得た。 
 そして同地の土地利用、生業活動、集落史
を聞き取りおよび参与観察によって明らか
にし、集落・農地周辺および山地での多様な
動植物自然資源の種類および獲得方法・場所
を明らかにした。とくに雨季の昆虫、野草、
果実等、バリエーションの豊富な生物につい
て、そして同地の農耕・居住地選択において
特徴的なシロアリ・アリ塚利用についての知
見を得た。 
 また、ラオスでは、調査を継続しているド
ンクワイ村において雨季の生業・食生活をラ
オス国立農林業研究所との協働で調査を実



施し、野生食物についての栄養分析を行った。 
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